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■ n を 0 以上の整数とする．動点 P は正四面体 OABC の頂点の上を，以下の条件 (i)，(ii) をみたしなが
ら移動する．

(i) 時刻 t = 0 において，動点 P は頂点 O にいる.

(ii) 時刻 t = n+ 1 において，動点 P は時刻 t = n のときにいた頂点から他の 3 つの頂点のいずれかに 1

3
の確率で移動する.

このとき，時刻 t = n において動点 P が頂点 A にいる確率を求めよ．

（解）時刻 t = n において動点 P が頂点 A，O，B，C にいる確率をそれぞれ pn，qn，rn，sn とおく．動点
P は各時刻頂点 A，O，B，C のいずれかにいるので，0 以上の各整数 n に対して pn + qn + rn + sn = 1 が
成り立つ．したがって，数列 { pn } は p0 = 0，
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